
令和７年度「第２回 弱視教育指導者研修会」実施要項 

            
                  京都府立盲学校 視覚支援センター 

                                 南部視覚・聴覚支援センター 

 

 

１ ねらい （１）視覚障害児童生徒の将来像を描きながら、小学校低学年、高学年、中学校などの発

達段階でつけておきたい「自己理解」や「発信」にかかわる力について、具体的に

考える。 

（２） 視覚障害児童生徒の学びに向かう力、生きる力を育てるための指導や支援について、

日々の実践を基に意見交流をすることで、今後の指導に活かせるようにする。 

（３）府内の視覚障害児童生徒に関わる指導者や学校同士の連携を深め、地域で支えるネ

ットワーク構築に向けた機会とする。 

 

２ テーマ 「発達段階に応じた自己理解と発信力を育てるために」 

 

３ 主 催  京都府立盲学校 京都府視覚支援センター、京都府南部視覚・聴覚支援センター 

 

４ 日 時  令和７年８月６日（水）  13 時 30 分から 16 時 00 分（受付開始 13 時 15 分） 

 

５ 形 態  会場集合開催 

 

６ 会 場  京都府立盲学校 花ノ坊校地 多目的教室 

住 所 〒603－8302 京都市北区紫野花ノ坊町１番地 

電 話 075-462-5083 

 

７ 対 象  府内の視覚障害及び見えにくさのある児童生徒の指導・支援に関わる指導者 等 

       （視覚支援センター及び南部視覚・聴覚支援センターが巡回及び来校（所）相談等で関わ

っている児童生徒の在籍小・中・高等学校、特別支援学校の教員） 
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９ 内 容 

   視覚障害児童生徒の将来像を描きながら、小学校低学年、高学年、中学校などの発達段階でつけ

ておきたい「自己理解」や「発信」にかかわる力について、参加者同士が日々の指導や実践を基に

意見交流し、深めていく。 

  

  話題提供者  京都府南部視覚・聴覚支援センター   地域支援コーディネーター 相根  有理子 

   指導助言   帝京平成大学 人文社会学部児童学科 教授 田中 良広 氏 

 

                                      裏面もあります 



 【講師プロフィール】 

    田中 良広（たなか・よしひろ）氏 

    帝京平成大学 人文社会学部 児童学科 小学校・特別支援コース 教授。筑波大学大学院修了。 

修士（教育学）。特別支援教育を研究分野とし、「視覚障害教育」「合理的配慮」「日本人学校支 

援」を主な研究項目とする。近年の研究課題には「視覚障害のある児童生徒のための教科書デ 

ジタルデータの活用及びデジタル教科書の在り方に関する研究」などがある。 

 

10 申 込   

実施要項及びチラシに記載した URL または QR コードから Microsoft Forms にアクセスし、必

要事項を入力する。 

URL: https://forms.office.com/r/XHvLphk7FK 

   必要事項：①学校名 ②名前（ふりがな） ③役職・担当 ④電話連絡先  

⑤メールアドレス ⑥情報交流したいこと 

      締め切り：令和７年７月 25 日（金） 

 

11 その他  

・警報の発令等により、中止や変更の判断をした場合は、京都府立盲学校及び京都府南部視覚・聴

覚支援センターのホームページ上に掲載する。 

・公共交通機関のご利用をお願いします。 

申込QRコード 


